
参
考
書
誌
研
究
・
第
一
五
号
（
一
骨
七
七
・
一
〇
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査

！

村
　
山
　
隆
　
雄

一
、
三
木
文
庫

二
、
凌
　
香
　
文
　
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一、

O
木
文
庫

　
徳
島
市
か
ら
、
阿
波
の
金
蔵
と
い
わ
れ
た
四
国
三
郎
、
吉
野
川
を

渡
り
、
車
に
乗
る
ご
と
二
食
分
、
徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
に

三
木
文
庫
が
あ
る
。
三
木
文
庫
は
、
三
木
産
業
株
式
会
社
会
長
、
三

木
家
第
＝
二
世
与
吉
郎
民
の
所
蔵
す
る
文
庫
で
、
三
木
家
は
、
播
州

三
木
の
城
主
別
所
長
治
が
、
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
に
滅
亡
の
の

ち
、
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
規
治
が
こ
の
地
に
居
を
定
め
、
．
第
二
世
吉

太
夫
高
治
が
延
宝
二
年
（
一
六
七
五
）
に
藍
玉
の
取
扱
い
を
始
め
て

以
来
、
明
治
の
中
頃
、
印
度
藍
そ
し
て
人
造
藍
（
イ
ン
ジ
ゴ
）
に
よ

．
っ
て
阿
波
藍
が
市
場
か
ら
駆
逐
さ
れ
る
ま
で
、
関
東
売
り
の
藍
師
と

七
て
重
き
を
な
し
た
家
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
藍
で
財
を
成
し
た
富
豪

が
、
激
動
の
時
代
に
次
々
と
姿
を
消
し
て
い
っ
た
中
で
、
近
代
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

へ
の
転
換
に
成
功
し
た
数
少
い
例
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋

　
昭
和
四
三
年
に
完
成
し
た
本
館
は
（
公
開
は
翌
四
四
年
四
月
一
日
’
晶

よ
り
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
で
、
一
五
〇
人
収
容
の
一
般

閲
覧
室
と
研
究
者
の
た
め
の
研
究
室
を
有
す
る
大
規
模
な
建
築
で
あ

る
。
　
一
階
に
は
藍
関
係
諸
用
具
、
藍
染
布
類
、
天
然
色
料
と
染
布

類
、
藍
栽
培
・
藍
玉
製
造
過
程
の
図
版
お
よ
び
そ
の
諸
用
具
、
三
木

文
庫
刊
行
の
図
書
（
す
で
に
二
三
点
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
）
が
展

示
さ
れ
、
居
な
が
ら
に
し
て
藍
の
栽
培
か
ら
藍
玉
製
造
の
過
程
の
概

略
と
我
が
国
に
お
け
る
藍
染
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
階

に
は
、

　
　
　
阿
波
藍
関
係
史
料
　
　
一
、
八
○
○
点

　
　
　
」
般
庶
民
史
料
　
．
一
二
、
O
O
O
点



一
般
図
書
和
装

　
　
　
　
　
洋
装

版
画
地
図
陰
部

書
跡
絵
画

拓
本
獣

畜
、
」
一
〇
〇
点

九
、
九
〇
〇
点

　
　
二
〇
〇
点

　
　
六
〇
〇
点

　
　
二
五
〇
点

お
よ
び
我
が
国
に
植
生
す
る
染
料
植
物
一
七
三
種
、
繊
維
植
物
二
一

種
の
標
本
を
収
蔵
し
て
い
る
。
染
料
植
物
に
つ
い
て
ば
、
す
で
に
ほ

と
ん
ど
網
羅
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ふ
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぼ
ん

　
別
館
は
、
同
じ
敷
地
内
に
榜
布
置
と
和
三
盆
館
が
あ
り
、
前
者
に

は
織
機
類
一
〇
〇
点
、
樹
皮
、
草
皮
繊
維
の
織
布
類
三
〇
点
、
後
者

に
は
、
和
三
盆
製
糖
用
具
六
〇
点
、
農
器
具
類
七
〇
点
が
展
示
さ
れ
－

て
い
る
。

．
史
料
は
、
大
阪
・
凌
香
文
庫
主
で
、
三
木
文
庫
主
任
で
あ
る
後
藤

捷
山
子
ら
の
尽
力
に
よ
り
非
常
に
よ
く
整
理
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
史
料
目
録
と
し
て
は
「
三
木
文
庫
所
蔵
庶
民
史
料
目
録
」
第

一
輯
（
阿
波
藍
欄
係
史
料
〉
、
同
第
二
輯
（
一
般
庶
民
史
料
）
が
訪

り
、
現
在
一
般
図
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
録
を
作
成
中
で
あ
る
。

i
藍
関
係
史
料
一

　
藍
栽
培
、
藍
玉
製
造
お
よ
び
藍
玉
の
取
引
き
に
お
け
惹
大
福
帳
類

は
も
と
よ
ヴ
、
第
一
一
世
与
吉
郎
順
治
の
手
に
な
る
「
藍
の
栽
培
及

製
法
」
第
一
稿
、
第
二
稿
（
明
治
二
〇
年
　
「
阿
波
藍
譜
」
栽
培
製

造
篇
に
収
録
）
、
「
朝
陽
紅
藍
売
捌
の
件
に
就
て
の
来
信
」
’
「
明
治
十
一

一
年
三
年
十
月
朝
陽
館
五
代
江
取
組
、
条
約
草
稿
」
と
い
っ
た
五
代

友
厚
関
係
文
書
（
「
阿
波
藍
譜
」
三
筆
事
業
篇
に
、
解
題
ど
と
も
に

収
録
）
、
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
ズ
ま
た
、
三
度
藍
そ
し
て
イ
靴
ジ
ゴ
の

合
成
は
、
染
料
の
本
命
と
い
わ
れ
た
阿
波
藍
を
圧
迫
し
始
め
る
が
、

当
時
の
阿
波
藍
専
売
派
と
外
無
二
三
派
の
激
し
い
抗
争
を
裏
づ
け
る

史
料
、
「
備
州
産
藍
之
説
」
（
安
岡
百
樹
著
明
治
五
年
成
立
　
謄
写
印

刷
版
－
三
木
文
庫
で
は
、
一
般
図
書
扱
い
に
な
ρ
て
い
る
）
、
そ
し

て
旧
師
三
木
を
支
え
、
今
日
の
繁
栄
を
生
み
出
す
基
盤
の
ひ
と
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
ど
　
だ
な

な
つ
た
女
無
用
の
江
戸
店
の
服
務
規
律
で
あ
る
「
江
戸
店
式
法
」
（
こ
、

の
最
も
古
い
式
法
は
Y
寛
政
＝
一
年
で
、
そ
の
後
訂
正
さ
れ
た
り
追

加
さ
れ
た
り
し
て
お
り
、
「
阿
波
藍
譜
」
史
話
図
説
篇
に
嘱
そ
の
全
　
「

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）
等
々
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

藍
関
係
史
料
は
、
却
適
当
聾
般
か
ら
、
却
そ
の
他
讐
で
の
［

四
四
の
項
目
に
分
類
さ
れ
、
．
そ
れ
ぞ
れ
分
類
記
号
、
年
代
記
号
（
西

暦
一
六
〇
〇
年
か
ら
現
代
ま
で
を
、
A
か
ら
E
ま
で
の
五
つ
に
分

け
、
年
代
無
記
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
F
が
付
さ
れ
て
い
る
。
）
、
受

入
順
番
号
が
記
入
さ
れ
（
整
理
さ
れ
て
い
る
。
史
料
目
録
第
一
輯

は
、
阿
波
藍
関
係
の
史
料
目
録
で
あ
る
が
、
分
類
表
は
、
こ
の
標
目

を
踏
襲
し
て
お
り
、
分
類
、
配
列
は
同
じ
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、蜘

c
T
亜
承
鱗
蕊
購
鵡
鍵
匙
㌻

　
　
と
こ
い
れ

葉
藍
床
入
（
床
貸
借
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
床
入
と

ノ



、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
も

は
、
葉
藍
を
発
酵
さ
せ
て
藥
と
呼
ば
れ
る
染
料
を
製
造
す
る
作
業
場

一
寝
床
一
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
発
酵
さ
せ
て
簗
と
す
る
際

に
は
、
適
度
た
水
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
水
運
び
は
、
水
師
と
呼

ば
れ
る
専
門
家
に
よ
っ
て
指
図
さ
れ
た
。
で
き
あ
が
っ
た
藁
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

で
に
完
全
な
染
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
竪
臼
で
掲
き
固
め
た
も
の

が
、
藍
玉
で
あ
る
。
こ
の
藍
玉
に
は
、
黒
砂
ど
呼
ば
れ
る
細
砂
が
増
・

量
剤
と
し
て
加
え
ら
れ
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
。
そ
し

て
、
明
治
二
〇
年
に
二
三
の
混
用
は
禁
止
さ
れ
た
。
　
ロ

　
ζ
ζ
で
分
類
表
に
沿
っ
て
史
料
群
を
列
挙
す
る
と
、
仲
間
・
組

合
。
公
儀
、
藍
検
査
、
藍
玉
俵
豊
年
、
藍
玉
画
期
潰
、
諸
引
合
書

類
、
絵
符
帳
、
送
り
状
、
判
取
帳
、
葉
藍
買
入
、
薄
藍
床
入
、
」
水

運
、
藍
揚
、
藍
玉
買
入
、
藍
砂
、
藍
玉
貫
目
帳
、
水
揚
帳
、
藍
玉
相

場
、
藍
玉
仕
切
通
、
藍
玉
切
手
帳
、
藍
玉
出
見
識
、
藍
玉
葉
理
帳
、

藍
玉
対
面
帳
嘱
藍
玉
仮
改
帳
、
藍
玉
売
場
印
分
帳
、
川
船
運
賃
、
藍

玉
積
出
、
藍
売
帳
、
売
場
勘
定
帳
（
阿
波
藍
）
、
藍
碧
売
場
勘
定
帳

　
　
　
　
　
た
な
お
ろ
し

（
印
度
藍
）
、
店
卸
帳
、
国
元
勘
定
帳
、
売
場
出
荷
取
立
金
為
二
九
、

国
元
仕
入
丁
銀
差
引
帳
、
売
場
金
銀
請
取
帳
で
あ
る
。

1
｝
般
庶
民
史
料
一

　
三
木
家
は
藍
玉
問
屋
で
あ
り
、
ま
た
、
庄
屋
、
大
庄
屋
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
小
高
諏
り
際
し
て
藩
財
政
（
蜂
須
賀
家
）
に
関
与
し
て

お
り
、
法
令
、
触
書
を
は
じ
め
、
検
地
、
貢
租
、
課
役
、
戸
口
、
凶

災
…
関
係
の
史
料
や
、
地
図
、
絵
画
お
ば
び
藍
玉
問
屋
と
し
て
の
三
木

家
の
当
時
の
地
位
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
翠
黛
や
、
，
藍
の
品
質
、
声

価
の
番
附
、
長
者
番
附
な
ど
の
番
附
類
等
々
、
多
数
の
庶
民
史
料
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。

史
料
は
、
慶
料
目
録
第
二
輯
の
標
目
に
沿
っ
て
、
㎜
の
法
令
疲

　
　
　
む

か
ら
、
9
9
の
三
木
文
庫
関
係
に
分
類
さ
れ
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。
な

お
大
福
帳
類
は
、
分
類
番
号
の
後
に
、
・
を
付
し
て
別
置
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
ω
瓦
版

・
す
で
に
「
日
本
文
庫
め
ぐ
り
」
（
出
版
ニ
ュ
L
ス
社
）
　
で
紹
介
さ

れ
た
が
、
江
戸
末
期
の
瓦
版
お
よ
び
そ
れ
に
添
付
さ
れ
た
書
簡
も
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
「
石
清
水
行
幸
奉
記
」
文
久
三
年
四
月
（
一
八
・

六
三
）
。
松
代
、
川
中
島
そ
し
て
北
陸
の
惨
状
が
う
か
が
え
る
「
信

濃
国
大
地
震
詳
図
入
説
明
書
」
弘
化
四
年
三
月
（
一
八
四
七
）
。
「
諸

国
大
坂
大
地
震
大
津
波
末
製
し
嘉
永
七
年
一
一
月
（
一
八
五
四
）
、

「
東
海
道
大
坂
辺
大
地
震
津
波
図
」
嘉
永
七
年
一
．
一
月
（
一
八
五

四
）
。
こ
れ
ら
は
、
「
寅
十
月
八
日
、
，
大
地
震
ゆ
り
通
し
の
中
へ
、
毒
口

沖
手
よ
り
」
で
始
ま
り
、
大
津
波
の
惨
状
を
伝
え
て
い
る
。
9
「
大
坂
諸

国
大
地
震
大
津
波
並
出
火
」
安
政
二
年
三
月
（
一
八
五
五
）
。
嘉
永
七

年
聞
書
、
諸
国
大
地
震
並
出
火
と
あ
り
、
「
奈
良
、
伊
賀
、
、
紀
州
、
郡

山
、
南
大
和
、
四
日
市
、
遠
く
福
井
の
惨
状
も
見
え
る
。
西
暦
一
八

五
四
年
前
後
に
ば
、
ド
か
な
り
大
き
な
地
震
が
続
い
て
起
り
、
そ
の
被

害
は
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
瓦
版
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
も
「
京
都
大
火
署
図
」
年
号
不
記

「
三
七7



（「

ﾐ
四
月
六
日
九
ツ
時
出
火
　
遠
方
へ
志
ら
せ
の
た
め
」
と
あ
り
、

延
焼
地
域
を
市
街
図
に
朱
で
示
し
て
い
る
。
）
や
、
幕
末
か
ら
維
新

へ
の
世
情
を
伝
え
る
「
御
触
書
交
字
」
（
安
政
元
正
月
、
浦
賀
沖
へ
、

異
国
船
渡
来
に
つ
い
て
）
等
の
黒
船
関
係
や
、
会
津
落
城
の
記
事
も

あ
る
。
．

　
　
　
　
②
議
会
関
係
史
料

　
第
一
一
世
、
第
一
二
世
は
、
貴
族
院
議
員
で
あ
り
（
第
一
二
世

は
通
衆
議
院
議
員
も
経
験
）
、
ま
た
第
一
三
世
は
、
　
つ
い
先
頃
ま
で

参
議
院
議
員
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
三
木
文
庫
に
は
、
多
数

の
議
会
関
係
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
一
一
世
は
、
勝
海
舟
と

交
流
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
帝
国
議
会
開
設
当
初
の
貴
族
院
議
員
と

し
て
、
貴
重
な
報
告
を
し
て
い
る
。
三
代
に
亘
る
議
会
活
動
は
、
我

が
国
の
議
会
の
歴
史
で
あ
る
と
言
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
③
錦
絵

　
第
八
世
与
吉
郎
の
観
音
信
仰
は
、
第
九
世
に
受
け
継
が
れ
、
浅
草

寺
か
ら
聖
観
音
の
開
眼
章
を
う
け
、
中
喜
来
に
観
音
堂
を
建
立
し

た
。
こ
の
観
音
信
仰
に
よ
り
、
三
木
家
に
は
浅
草
寺
関
係
の
錦
絵
が

保
存
さ
れ
、
震
災
、
戦
災
を
経
な
い
往
時
の
浅
草
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

I
i
剛
般
図
書
一

、

　
自
然
科
学
、
産
業
、
医
学
関
係
か
ら
古
い
と
こ
ろ
を
、
三
木
丈
庫

刊
行
予
定
の
一
般
図
書
目
録
の
草
稿
に
沿
っ
て
列
挙
す
る
。
写
本
と

　
こ
と
わ
り
の
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
刊
本
で
あ
る
。
「
算
法
前
書
」

三
冊
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
、
古
谷
定
吉
著
、
山
崎
屋
清
七
発

行
。
「
算
法
点
鼠
指
南
」
三
冊
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
、
大
原
勝

右
衛
門
著
、
須
原
屋
茂
兵
衛
発
行
。
「
量
距
七
並
表
　
量
距
尺
運
用

三
三
」
折
帖
二
冊
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
、
江
沢
三
明
著
、
，
山

城
屋
佐
兵
衛
発
行
。
「
気
候
三
三
録
」
六
冊
、
天
保
一
二
年
（
一
八

四
一
）
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
、
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
安
政
七
年
（
一

八
六
〇
）
、
菅
原
正
義
著
、
著
者
発
行
。
「
松
翁
道
話
」
七
冊
、
文
化

　
二
年
（
一
八
一
四
）
、
布
施
伊
右
衛
門
著
、
大
阪
文
海
堂
発
行
。

「
医
道
重
宝
記
」
一
七
二
丁
、
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
、
本
郷
正
豊

著
、
柏
原
屋
清
右
衛
門
発
行
。
「
益
軒
先
生
菜
園
」
九
〇
丁
、
写
本
、

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
成
立
、
貝
原
篤
信
著
。
「
千
金
翼
方
」
一

五
冊
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
、
湯
浅
兼
道
校
訂
加
点
、
阿
波

幽
松
軒
蔵
版
。
「
豚
論
口
訣
」
巻
二
、
相
差
、
二
四
丁
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
、
梅
村
弥
右
衛
門
発
行
。
「
量
地
指
南
」
前
編
、
三
冊
、

享
保
］
八
年
（
一
七
三
三
）
、
村
井
昌
弘
著
、
野
田
弥
兵
衛
発
行
。

、
「
量
地
指
南
」
後
編
、
五
冊
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
、
・
著
者
、
発

行
者
は
前
編
に
同
じ
。
「
数
寄
屋
工
法
雛
形
」
三
冊
、
貞
享
三
年
（
一

六
八
六
）
、
伊
藤
景
旧
著
、
発
行
者
旧
記
。
「
珍
術
万
宝
全
書
」
六

冊
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
、
須
原
屋
茂
兵
衛
発
行
。
「
日
本
航
路

再
見
記
」
一
〇
六
丁
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
、
河
内
屋
喜
兵
衛

発
行
。

「
三
八一



．
，
史
料
ば
N
D
C
に
よ
り
分
類
さ
れ
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
三
木
文
庫
は
、
い
わ
ゆ
る
文
庫
と
い
う
よ
り
民
俗
史
料
館
あ
る

い
は
博
物
館
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
近
世
経
済
史
を
は
じ
め
と
す
る

種
々
の
研
究
に
、
そ
の
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る
。
’

　
　
り
ょ
う
し
ょ
う

二
、
凌
雰
文
庫

　
凌
唇
文
庫
は
、
9
大
阪
市
に
あ
る
。
こ
の
文
庫
の
各
前
は
、
文
庫
主

後
藤
捷
一
氏
の
邸
内
の
建
物
を
お
お
っ
て
い
争
奪
害
（
の
う
ぜ
ん
か

ず
ら
）
に
由
来
す
る
と
い
う
。
後
藤
氏
は
、
前
述
三
木
文
庫
主
任
を

は
じ
め
、
地
方
．
史
研
究
協
議
会
評
議
員
、
”
日
本
伝
承
染
織
振
興
会
評

議
員
等
の
役
職
に
あ
り
、
八
五
才
と
は
思
え
ぬ
若
さ
で
、
．
今
な
お
研

究
と
著
述
に
い
そ
し
ん
で
お
ら
れ
る
。
氏
の
著
述
に
つ
い
て
は
、
昭

和
四
四
年
，
．
四
六
年
に
、
後
藤
捷
一
先
生
祝
寿
記
念
会
か
ら
．
「
後
藤

捷
一
大
人
著
述
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
氏
は
、
元
来
染
色
技
術
者

で
あ
る
が
、
染
織
や
音
楽
の
担
当
と
し
て
、
教
壇
に
立
た
れ
た
こ
と

も
あ
る
。
若
い
頃
に
臆
、
渋
沢
栄
一
の
恩
顧
を
受
け
、
．
白
井
光
太
郎
一

博
士
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
氏
は
非
常
な
博
学
で
あ
り
、
専
門
の
染
色
関
係
は
無
論
の
こ
と
、

郷
土
史
、
民
俗
学
、
和
歌
、
音
楽
に
造
詣
が
深
く
、
蔵
書
の
構
成
も

、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
染
色
、
阿
波
史
関
係
が
、
そ
の
中
核

を
な
し
て
い
る
。
中
で
も
、
…
染
色
文
献
の
こ
の
よ
ヶ
な
架
蔵
は
他
に

例
が
な
く
、
一
大
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。

1
4
染
色
関
係
史
料
一

　
古
来
染
色
技
術
は
秘
伝
的
要
素
が
強
く
、
甚
だ
し
い
場
合
、
妻
子

に
す
ら
そ
の
秘
密
を
明
か
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
特
許
の
な
い

時
代
で
あ
る
か
ら
、
染
屋
は
秘
密
を
守
る
こ
と
に
懸
命
で
あ
っ
た
。

ま
た
逆
に
、
そ
の
秘
伝
を
伝
授
す
る
こ
と
を
専
ら
と
す
る
者
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
染
屋
自
身
の
手
記
な
ど
は
、
実
に
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。
後
藤
氏
の
命
名
に
よ
る
「
紺
屋
仁
三
次
覚
書
」
（
写

’
本
）
は
、
こ
の
染
屋
の
手
記
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
他
見
無
用
西
照
．

寺
村
紺
屋
仁
三
次
」
と
あ
っ
て
題
号
は
な
い
。
奥
書
に
は
「
天
明
四

年
閏
正
月
十
五
日
運
漕
寺
村
紺
屋
仁
三
次
」
と
あ
る
。
．
」
の
よ
う
な
　
一

回
忌
の
た
め
か
、
専
門
書
と
し
て
の
染
物
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
ば
、
　
三
九

余
り
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
「
紺
屋
茶
染
口
伝
書
」
（
寛
文
六
年
）
　
　
一

は
」
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
江
戸
時
代
最
初
の
単
行
本
で
あ
り
、

こ
の
書
か
ら
後
藤
氏
は
、
楊
梅
皮
（
愛
護
）
が
罪
種
と
し
て
、
当
時

　
　
　
わ

占
め
て
い
・
た
位
置
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
凌
雷
文
庫
所

蔵
の
．
「
紺
屋
茶
早
口
伝
書
」
は
、
京
都
　
絵
筆
屋
勘
右
衛
門
板
の
写
噛

本
で
あ
る
。
以
下
、
今
回
拝
見
し
た
史
料
を
列
挙
す
る
。

磯
「
聞
書
秘
伝
抄
」
内
題
「
万
聞
書
秘
伝
」
一
冊
、
奥
書
に
「
慶
安

，
四
年
．
（
一
六
五
，
一
）
正
丹
吉
日
」
と
あ
る
。
本
書
の
成
立
は
古
く
、
，

応
永
二
年
（
＝
二
九
五
）
と
い
わ
れ
、
異
板
も
多
く
、
慶
安
五
年
板
へ

　
「
万
聞
書
秘
伝
」
や
「
聞
書
秘
伝
抄
」
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
京

都
　
西
村
又
左
衛
門
三
等
数
種
の
「
万
聞
書
秘
伝
」
を
所
蔵
し
て
い

、



〕

　
る
ρ

壷
「
式
内
染
鑑
」
　
徳
川
吉
宗
が
、
山
口
子
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
か

　
ら
吹
上
御
苑
に
染
殿
を
設
け
、
浦
上
直
方
、
後
藤
縫
殿
ら
に
命
じ
、

　
延
唇
の
古
式
を
按
じ
て
、
三
章
を
染
め
出
さ
せ
た
際
、
染
色
し
た
実

「
物
を
集
め
て
、
一
帖
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
後
藤
捷
一
著
、
「
古
書
に
見

　
る
近
世
日
本
の
染
織
」
－
所
載
、
解
題
よ
り
）
。
文
庫
に
は
、
徳
大
寺
し

家
の
蔵
書
印
の
あ
る
「
式
内
三
三
」
と
そ
の
異
名
本
で
あ
る
「
黄
撞

染
考
」
「
縫
法
式
染
」
の
こ
種
の
「
式
内
染
鑑
」
三
書
W
ず
熟
も

写
本
）
が
あ
る
。

　
⑧
「
色
染
物
之
口
伝
」
　
写
本
、
表
紙
に
「
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
，

「
酉
三
月
吉
日
　
福
井
氏
」
と
あ
る
。
’

　
㊥
「
老
農
茶
話
」
　
全
　
刊
本
、
文
化
元
年
甲
子
（
一
八
〇
四
）
σ
の

ち
に
「
勧
農
叢
書
　
老
農
茶
話
」
と
し
て
そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
た
。
・

．
こ
れ
は
繊
維
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
だ
し
あ
い
な
お
し
ひ
で
ん

　
㊧
「
出
藍
直
秘
伝
」
　
写
本
、
染
屋
惣
兵
衛
編
、
天
保
一
四
年
（
一
八

四
三
）
、
建
て
そ
ん
じ
直
し
の
秘
伝
を
善
い
た
も
の
で
、
図
（
青
色
）

が
あ
る
。

　
囎
「
機
織
三
編
」
’
野
州
黒
羽
藩
主
大
関
鉱
業
の
著
述
で
あ
る
。
板

層
本
は
、
、
五
巻
よ
り
な
り
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
一
二
凋
耐
北
村
季
・

文
の
序
と
交
政
九
年
、
（
一
八
二
六
）
二
月
の
自
賊
と
が
あ
6
。
稿
本

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
す
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
し

は
三
業
の
大
著
「
三
文
枢
要
」
（
文
政
三
年
）
　
一
六
六
巻
本
め
一
二

七
巻
か
ら
一
四
一
巻
に
相
当
し
、
板
本
「
機
織
三
編
」
の
母
本
で
あ

る
。
内
容
も
板
本
に
比
し
て
ち
密
で
あ
り
、
紡
車
や
織
機
等
の
詳
細

な
図
版
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
㊥
「
桑
茶
蚕
機
織
図
会
」
　
二
冊
、
勘
違
、
玉
殿
通
文
編
、
「
機
織
七

三
」
の
改
題
本
で
あ
り
、
自
序
に
「
明
治
と
御
代
あ
ら
た
ま
り
た
る

年
長
月
の
は
℃
め
」
と
あ
巻
。

璽
「
彩
色
類
聚
」
　
上
下
二
巻
本
、
写
本
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
．

七
）
、
「
前
述
「
止
戊
枢
要
」
の
一
四
五
、
一
四
六
巻
に
相
当
し
、
染

料
植
物
の
彩
色
図
が
美
し
い
。

　
　
　
も
う
せ
ん

㊥
「
毛
藍
製
方
」
，
一
冊
、
写
本
、
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
％
江
戸

時
代
唯
一
の
四
三
（
ア
ェ
ル
ト
）
製
法
に
関
す
る
技
術
書
で
あ
り
、

前
述
「
止
爽
枢
要
」
忙
は
、
器
械
倣
方
陣
に
毛
饒
製
作
法
と
し
で
収

め
ら
れ
て
い
る
。
文
庫
の
「
三
三
実
方
」
に
は
、
増
業
の
書
き
入
れ

が
あ
り
、
そ
の
稿
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
惹
と
、
後
藤
氏
は
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
。
結
局
こ
の
フ
瓢
ル
ト
製
造
は
、
肝
心
の
緬
羊
の
飼
育
・

が
不
成
功
に
終
り
、
頓
挫
し
た
と
い
う
。

⑳
「
御
染
物
聞
書
日
記
」
　
一
冊
、
写
本
、
表
紙
に
「
元
禄
元
年
辰
之

三
月
吉
日
　
陸
藤
平
弥
」
と
あ
っ
て
花
押
が
あ
り
、
見
返
に
は
「
此

三
者
　
信
州
上
田
三
三
塩
尻
村
　
信
政
」
と
あ
っ
て
花
押
が
あ
る
。

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ

・
⑱
「
染
物
種
々
藍
出
方
伝
法
書
」
　
一
冊
、
写
本
㍉
奥
書
に
　
「
十
日

町
紺
屋
直
治
郎
よ
り
闘
書
　
増
田
安
太
郎
主
」
と
あ
る
。

㊨
「
当
世
染
物
鑑
」
　
一
冊
、
刊
本
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
山
ハ
）
、
野

田
屋
利
兵
衛
刊
行
。

瑠
「
諸
色
染
手
鑑
」
　
一
冊
、
刊
本
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
京

都
書
林
吉
田
九
郎
右
衛
門
外
二
各
が
刊
行
し
て
い
る
。
公
刊
し
た
書

四
〇



籍
に
染
布
を
添
附
し
た
江
戸
時
代
と
し
て
は
珍
ら
言
い
も
の
で
、
茶

，
染
系
統
が
よ
く
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
齢
「
手
鑑
模
様
節
用
」
　
一
冊
、
・
刊
本
、
梅
丸
友
禅
編
、
蜀
山
人
序
、

自
序
。
京
都
梅
丸
み
ぜ
本
。
・
着
物
の
模
様
集
で
、
「
新
古
染
色
考
説

冷
色
譜
」
が
あ
り
、
化
政
期
に
行
わ
れ
た
色
名
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
働
「
墨
家
必
要
」
　
半
紙
判
二
〇
冊
、
刊
本
、
中
国
。
成
立
は
元
時

代
と
い
わ
れ
る
が
、
編
者
は
未
詳
。
内
題
に
「
居
家
必
要
書
類
全
集
」

と
海
り
、
喪
家
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
収
録
し
て
い
る
。
第
一

四
巻
染
作
類
・
洗
練
の
趣
旨
に
、
染
色
の
技
法
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
る
。

二
道
呆
居
坐
秘
用
」
一
心
冊
刊
本
元
文
二
年
（
一
圭
ご

七
）
、
、
三
宅
建
治
著
q
前
述
「
居
家
必
要
」
の
模
倣
で
、
第
四
巻
に

染
色
の
項
が
あ
る
。
ま
た
紅
染
や
繭
黄
染
、
桑
染
の
項
も
あ
る
。

　
⑱
「
諸
芸
小
鏡
」
　
六
冊
、
刊
本
、
貞
享
三
年
（
一
、
六
八
六
）
弾
松
軒

撰
。
六
冊
目
に
万
染
物
之
部
が
あ
り
、
「
古
事
類
苑
」
に
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
真
の
出
典
は
、
「
万
聞
書
秘
伝
」
で
あ
る
と
、
，
後
藤
氏

は
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
明
治
期
の
藍
に
関
す
る
文
献
と
し
て
次
の
臨
書
の
紹
介
を
受
け
た
。

　
鯵
「
染
工
秘
伝
書
」
　
・
写
本
、
明
治
一
九
年
、
秋
田
定
平
著
。
藍
作

の
法
よ
り
始
ま
り
、
、
藍
床
の
図
や
道
具
、
留
出
の
図
が
あ
る
。

　
繍
「
阿
波
産
藍
之
説
」
　
一
冊
、
写
本
、
安
岡
百
樹
著
。
「
阿
州
産
藍
・

之
説
」
（
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）
の
改
題
本
で
あ
る
。

＠
「
阿
波
国
労
業
暑
誌
」
　
一
冊
、
写
本
、
徳
島
県
第
一
部
農
商
課

員
で
あ
っ
た
椎
野
宰
資
の
著
述
で
あ
り
、
明
治
期
の
阿
波
の
藍
業
の

概
説
お
よ
び
通
史
と
し
て
優
れ
癒
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
阿
波

三
諦
之
説
」
お
よ
び
「
阿
波
国
藍
業
暑
誌
」
は
、
「
阿
波
藍
譜
」
栽

，
培
製
造
編
に
そ
の
全
文
が
翻
刻
さ
れ
、
解
題
が
あ
る
。

　
一
更
紗
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
五
年
に
は
く
お
う
社
よ
・

り
「
佐
羅
紗
便
覧
」
が
刊
行
さ
れ
、
「
佐
羅
紗
便
覧
」
「
増
補
公
布
便

覧
」
「
更
紗
図
譜
」
の
解
題
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当

館
に
そ
の
所
蔵
が
な
く
、
残
念
な
が
ら
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
後
藤
氏
は
、
す
で
に
昭
和
一
六
年
に
大
阪

史
談
会
よ
り
、
郷
土
史
三
三
三
篇
と
し
て
「
稲
葉
三
三
と
其
著
書
」
　
剛

を
刊
行
さ
れ
、
こ
の
中
で
「
更
紗
図
譜
」
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
、
空

し
、
島
護
編
「
皇
瀧
二
千
六
百
年
記
念
印
刷
美
術
大
観
」
（
昭
一

和
一
五
年
大
阪
出
版
社
）
は
、
’
後
藤
氏
の
〈
「
更
紗
図
譜
」
の
諸

本
と
そ
め
著
者
〉
を
収
録
し
て
、
い
る
。
　
こ
の
他
「
染
料
植
物
譜
］

（
後
藤
捷
一
・
山
川
隆
平
著
）
、
「
古
書
に
見
る
近
世
日
本
の
染
織
」

の
諸
本
と
、
今
回
う
か
が
っ
た
話
を
も
と
に
「
佐
羅
紗
便
覧
」
の
変

遷
を
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
「
佐
羅
紗
便
覧
」
（
美
濃
判
全
一
巻
、
刊
本
、
安
永
七
年
、
蓬
莱
山

旧
著
）
は
、
我
が
国
更
紗
染
色
に
関
す
る
書
中
最
古
の
も
の
で
あ

る
。
安
永
一
〇
年
（
一
七
八
一
）
に
、
江
戸
の
更
紗
師
久
須
美
孫
左

衛
門
に
よ
っ
て
「
増
補
華
布
便
覧
」
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
内
容
は
、
，

「
佐
羅
紗
便
覧
」
・
に
漏
れ
た
更
紗
と
記
事
だ
け
と
か
ら
成
り
て
い



　
る
。
年
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
も
「
増
補
華
布
便
覧
」
が
出
さ
れ

　
る
が
、
前
述
の
二
黒
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
佐
羅
紗
便
覧
」

　
の
真
の
増
補
版
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
天
明
四
年
版
「
増
補
華
布
．

回
覧
」
を
稲
葉
隠
勢
が
補
正
、
天
明
五
年
刊
行
さ
れ
た
の
が
「
更
紗

図
譜
」
で
あ
る
。
こ
の
「
更
紗
図
譜
」
は
、
異
名
を
「
新
渡
更
紗
雛

形
」
と
い
い
、
官
板
刊
行
以
来
一
〇
度
近
く
板
を
重
ね
、
昭
和
の
初

　
め
ま
で
売
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
文
庫
ば
こ
れ
ら
更
紗
関
係
一
〇

数
種
の
板
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、
「
佐
羅
紗
便
覧
」
の
変
遷
を
ま
の

あ
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
更
紗
の
文
献
に
つ
い
て
の
解
題
は
、
前
述
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、

．
島
屋
政
一
編
「
近
世
印
刷
文
化
史
考
」
「
（
昭
和
一
三
年
　
大
阪
出
版

社
）
所
載
の
後
藤
氏
著
く
更
紗
便
覧
考
V
お
よ
び
「
江
戸
時
代
染
色

．
技
術
に
関
す
る
文
献
解
題
」
（
後
藤
捷
一
著
，
昭
和
一
五
年
　
日
本

植
物
染
研
究
所
発
行
）
が
あ
る
が
、
触
目
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
凌
雪
文
庫
の
染
色
文
献
所
蔵
目
録
と
し
て
は
、
「
郷
土
史
談
第

丁
三
編
　
飯
尾
常
房
考
」
に
く
明
治
以
前
に
於
け
る
染
色
技
術
に
関
す

る
文
献
〉
が
、
「
古
書
に
見
る
近
世
日
本
の
染
織
」
　
に
く
染
料
・
染

色
に
関
す
る
文
献
目
録
〉
が
、
そ
し
て
「
日
本
染
織
譜
」
八
昭
和
三

九
年
東
峰
出
版
）
の
く
凌
唇
文
庫
篇
V
が
あ
る
。

阿
波
史
関
係
史
料
一

／

証
跡
文
庫
の
郷
土
史
料
は
、
そ
の
大
部
分
後
藤
氏
が
収
集
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
氏
の
生
家
が
か
つ
て
は
藍
商
で
、
か
つ
与
頭
庄
屋

を
勤
め
て
お
り
、
こ
れ
に
関
連
し
た
諸
記
録
と
氏
の
祖
父
尚
豊
氏
が

明
治
の
初
期
に
、
藩
の
風
土
記
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
た
当

時
収
集
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
名
東
郡
関
係
の
史
料
は
、

残
念
な
が
ら
か
な
り
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
’
い
る
。

　
所
蔵
目
録
と
し
て
は
、
「
徳
島
県
庶
民
史
料
所
在
目
録
」
第
二
審

（
昭
和
三
一
年
　
阿
波
研
究
叢
書
刊
行
会
）
お
よ
び
「
古
書
に
見
る

．
近
世
日
本
の
染
織
」
所
載
の
く
凌
雪
文
庫
の
郷
土
文
献
V
が
あ
る

が
、
未
整
理
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑯
「
阿
淡
年
表
秘
録
」
　
美
濃
判
一
〇
冊
、
写
本
、
中
山
茂
純
編
。

天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
五
月
か
ら
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
閏

九
月
に
至
る
間
の
年
表
を
上
ノ
部
・
御
連
枝
御
家
老
諸
士
諸
役
・
制

令
御
普
請
金
銀
∵
雑
事
の
四
項
目
に
分
け
て
記
し
て
い
る
ゆ
奥
書
の

末
尾
に
「
嘉
永
四
亥
年
十
二
月
中
山
茂
純
謹
言
」
と
あ
る
。

㊥
「
三
三
藩
翰
譜
」
　
美
濃
判
一
二
冊
、
写
本
、
、
中
山
義
純
輯
。
天

正
＝
一
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
至
る
二

五
〇
年
間
の
家
老
以
下
鉄
砲
組
に
至
る
藩
士
の
公
的
記
録
。
凡
例
の

末
尾
に
「
弘
化
四
年
秋
　
中
山
義
純
輯
」
と
あ
る
。

⑭
「
勝
間
記
」
　
美
濃
判
一
冊
、
写
本
、
吉
井
直
道
著
。
大
阪
夏
の

陣
に
お
け
る
蜂
須
賀
藩
の
勲
功
を
記
し
、
巻
末
に
「
文
政
庚
寅
年
の

中
秋
　
吉
井
三
蔵
藤
原
直
道
し
と
あ
る
。
、

⑱
「
三
田
編
」
　
奉
書
判
一
冊
、
写
本
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

青
山
又
左
衛
門
編
。
蜂
須
賀
家
の
系
図
な
ら
び
に
花
押
の
集
成
。
以

｝
四
二一



上
の
史
料
は
、
蜂
須
賀
家
阻
蔵
本
で
あ
る
．

⑱
「
阿
波
藩
御
記
録
」
　
一
福
、
写
本
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
魚

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
．
四
月
よ
り
寛
永
八
年
（
一
七
二
）
三
月

に
至
る
ま
で
の
藩
史
σ

　
「
松
平
阿
波
守
還
御
系
図
並
御
感
状
」
「
御
系
譜
考
証
」
「
蜂
須
賀
氏

系
譜
し
「
御
系
譜
草
稿
」
「
御
系
譜
下
書
」
「
蜂
須
賀
暑
系
譜
」
。
ヒ
れ

ら
の
史
料
は
、
後
藤
氏
が
蜂
須
賀
家
の
系
図
の
研
究
の
た
め
に
収
集

・
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蜂
須
賀
家
は
歴
代
和
歌
を
よ
く
し
、
歌
集
を

多
ぐ
残
し
て
お
り
、
文
庫
は
「
光
隆
様
御
詠
歌
御
自
作
中
院
通
茂
」

「
後
水
尾
革
命
点
詠
草
」
「
興
源
院
公
御
筆
」
「
木
葉
集
」
「
う
た
あ
わ

せ
」
（
斉
裕
公
）
「
ひ
か
こ
と
の
記
」
等
々
、
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
手
鑑
」
（
延
宝
三
年
〉
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
飯
尾
常
房

自
筆
の
短
冊
を
は
じ
め
、
常
事
に
関
す
る
史
料
の
所
蔵
も
あ
る
。
常

房
に
つ
い
て
後
藤
氏
は
、
先
年
郷
土
史
談
第
六
編
と
し
て
「
飯
尾
常

房
考
」
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
後
藤
氏

は
、
「
阿
波
の
歌
人
史
編
纂
の
希
望
を
持
っ
て
お
ち
れ
、
阿
波
に
ゆ
か

り
の
あ
る
歌
人
の
文
献
収
集
に
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
。

－
そ
の
他
レ
↑

　
凌
唇
文
庫
に
は
、
後
藤
家
家
伝
の
二
稀
書
と
し
て
司
馬
江
漢
著

「
独
笑
妄
言
」
（
写
本
）
お
よ
び
「
三
三
言
之
羽
織
」
巻
第
二
夏
を

所
蔵
し
て
い
る
。
前
者
は
、
中
井
宗
太
郎
子
「
司
馬
江
漢
」
に
も
記

ざ
れ
て
お
ら
ず
、
後
者
は
俳
譜
大
辞
典
所
載
の
言
羽
織
の
項
に
は
、

原
本
伝
存
未
詳
と
あ
る
。
こ
の
他
「
荒
木
村
重
俵
」
や
、
十
七
瀬
の

水
泡
」
等
、
染
色
や
阿
波
関
係
以
外
に
も
貴
重
な
も
の
が
少
く
は
な

．
い
。

　
郷
土
史
談
第
七
編
「
探
三
三
記
録
」
に
は
、
柳
田
国
男
．
三
田
村
・

鳶
魚
！
森
銑
三
・
福
本
日
南
・
藤
浪
剛
一
の
著
書
の
凌
唇
文
庫
所
蔵

目
録
が
、
同
第
八
編
「
阿
波
の
十
郎
兵
衛
」
に
は
、
著
者
署
名
本
の

所
蔵
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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三
木
文
庫
、
凌
霧
文
庫
は
と
も
に
後
藤
氏
の
著
述
に
よ
っ
て
、
よ

く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
’
三
木
文
庫
見
学
後
大
阪
に
わ
た

り
犠
厳
冬
の
一
月
お
よ
そ
八
時
間
に
わ
た
り
、
国
書
に
う
と
い
私
に
　
一

赤
子
の
手
を
と
る
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
三
三

慶
べ
て
後
藤
氏
の
著
述
か
ら
の
孫
引
き
に
終
っ
て
し
ま
つ
を
う
一

で
あ
る
。
も
し
本
文
に
誤
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
す
べ
て
私

の
責
任
で
あ
る
。
後
藤
氏
に
じ
か
に
接
し
、
そ
の
限
ケ
な
い
本
へ
の

愛
着
と
情
熱
、
そ
し
て
厳
密
な
文
献
の
考
証
は
、
一
図
書
館
人
と
し

て
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
回
の
見
学
に
際
し
、
三
木
文
庫

の
三
木
与
吉
郎
氏
、
杉
内
武
夫
弓
馬
凌
唇
文
庫
の
後
藤
捷
一
氏
に
．

は
、
、
並
々
な
ら
ぬ
御
配
慮
を
う
け
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
す
ゐ
次

第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
や
ま
・
た
か
お
，
科
学
技
術
課
）




